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１．はじめに

消費生活センターの苦情処理調査によると、
ドライクリーニング店におけるトラブルが毎年
約１万件程度おこっている現状である。

このようにトラブルのおこる原因として、衣
服の開発にクリーニング技術が追いついていな
いことが主な原因として、平成元年から３年に
１度のクリーニング師の研修が義務づけられ
た。にも関わらず、一向にトラブルは減ること
なく、毎年約１万件の件数という状況が続いて
いる１）。

また、その間、学校教育に商業クリーニング
に関する内容は盛り込まれることなく推移して
おり、クリーニング店に出す理由としては、自
分で洗うと型崩れや縮みが心配だからが最も多
く、また、新品同様になると期待している者も
いる２）。

さらに、家庭洗濯における洗濯機や洗剤の変
化３）、衣料品の低価格化と高価格化の二極化に
より、クリーニング店に依頼する金額の変化も
起こっている現状である４）。そこで、学校教育
へのドライクリーニング教育への必要性を探る
ために、別府大学食物栄養科、別府大学短期大
学部初等教育科の学生を対象として商業クリー
ニングへの認知度について、アンケート調査を

実施することとした。
今後の教育のあり方についての若干の知見を

得たので、報告する。

２．調査方法

現在、商業クリーニング（クリーニング師
によるクリーニング店）で行われている以下の
内容について、知っていることを詳しく記入し
てもらう方法をとった。択一式のアンケートに
すると、知らなくても答えられるからである。
アンケート調査は、別府大学食物栄養科１～４
年生９５名、別府大学短期大学部初等教育科２年
生２８名を対象に実施した。
１）染み抜き
２）ドライクリーニング
３）ランドリー
４）ウエットクリーニング
５）パウダークリーニング
６）皮革クリーニング
７）和服クリーニング
８）カーペットクリーニング

３．染み抜き

商業クリーニングにおける染み抜きは、ス
ポッティングマシーンや種々の薬剤などを使っ
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解 答 人数（％）
知らない（空白を含む） ２５（２０）
水を使わない洗濯法 ５０（４１）
揮発性の油（溶剤）を使う １２（１０）
蒸気を使用する ５（４）
ドライマークがついた衣類を洗う ３（２）
その他 ２８（２３）

解 答 人数（％）
わからない（空白を含む） ２２（１８）
洗濯 ２８（２３）
コインランドリー、洗たく屋 ３０（２４）
乾燥まで自動でする １３（１１）
その他 ２０（１６）

解 答 人数（％）
わからない（空白を含む） ５０（４１）
水で洗う、水につける、水 ６８（５５）
その他 ５（４）

て行われている５）。

どのような方法でシミを抜いているのかを知
らない学生はほぼ全員であり、染み抜きの意味
すら知らない学生も多数いた。

４．ドライクリーニング

現在、ドライクリーニングは、ドライ溶剤に
よる地下水汚染、フロンガスによるオゾン層破
壊への影響が懸念されたために、主として石油
系溶剤によるドライクリーニングが行われてい
る。

替わって使われている石油系溶剤はこれまで
に使われていたパークロロエチレンよりも揮発
性が低いため、衣類に残存すると皮膚障害を起
こす。そのため、ドライチェッカーにより残存
が無いかを測定して、クリーニング店から消費
者のもとに届けられている。

ドライクリーニングについて

学生たちは、知らないが多い。揮発性の油を
使うとの解答もごく少数ではあるがいた。蒸気
を使用する、乾燥するなど、まったく的のはず
れた解答もあり、認知度の低さが目につく。こ
れまでに、制服などはドライクリーニングに出
していたことは知っているものの、どのように
洗っていたかの興味はなかったようである。

５．ランドリー

Y シャツなど、汚れの激しい衣類をランド
リーの機械を用い、８０度くらいの高温で洗濯す
る方法である。

ランドリーについて

知らない学生がほとんどで、コインランド
リーと間違っており、１００円を入れて洗うとの
解答もあった。

６．ウエットクリーニング

本来ならば、ドライクリーニングすべきもの
を水溶性汚れやシミが広範囲にある場合に、水
洗いすることをウェットクリーニングという。
超音波を使うなど、種々の方法がある。

ウエットクリーニングについて

超音波を使うと答えた学生はいなかった。ま

解 答 人数（％）
知らない（空白を含む） １６（１３）
シミを取る ７６（６２）
つけおき洗い ５（４）
漂白剤でおとす ３（２）
石鹸をシミの場所につける ３（２）
染み抜き用の洗剤を使う ５（４）
油を抜く ３（２）
その他 １２（１０）

染み抜きについて
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解 答 人数（％）
わからない（空白を含む） ５８（４７）
粉で洗う、粉をつける ６２（５０）
その他 ３（２）

解 答 人数（％）
わからない（空白を含む） ３２（２６）
皮革用のクリーニング ８６（７０）
その他 ５（４）

解 答 人数（％）
わからない（空白を含む） ３７（３０）
和服を洗う ８４（６８）
その他 ２（２）

解 答 人数（％）
わからない（空白を含む） ６５（５３）
カーペットを洗う ５４（４４）
その他 ４（３）

た、ドライクリーニングすべきものを水溶性の
汚れをおとすために水洗いすると答えた学生
は、１名だけであった。

７．パウダークリーニング

コーンパウダー（トウモロコシの芯の粉）や
ソーダスト（おがくず）などの粉末に、毛皮用
洗剤と加脂栄養剤を含ませてタンブルし、毛皮
を洗う方法である。

パウダークリーニングについて

１００％の学生が、何を洗うためのクリーニン
グ方法かを知らなかった。

８．皮革クリーニング

皮革のクリーニングは、石油系洗剤を用い、
皮革用の洗剤を添加してドライクリーニングを
行なう。

皮革クリーニングについて

皮革をクリーニングする方法について知識の
ある学生はいなかった。

９．和服クリーニング

和服のクリーニングは、汚れの程度により次
の方法が行なわれている。

①生洗い（いきあらい）
一部の汚れを部分的に除去する。

②丸洗い
汚れの部分をブラッシングした後、着物全

体を浸漬して洗う。
③洗い張り

着物をほどいて、反物状にして水洗いした
後、「湯のし」をして、仕立直しをする方法。

和服クリーニングについて

和服のクリーニング方法を知っている学生は
まったくいなかった。また、洗い張りなど、伝
統的な洗い方を知っている学生もいなかった。

１０．カーペットクリーニング

カーペットは、①水洗い、②シャンプー洗
い、③ドライクリーニングのいずれかの方法で
行なわれている。

カーペットクリーニングについて

カーペットを洗うとはいっても、洗い方につ
いて、答えた学生はいなかった。

１１．学生の商業クリーニングへの認知度と教育
への必要性

今回の結果から、学生の商業クリーニングへ
の認知の低さが明らかであった。

クリーニングにかける１世帯あたりの費用
（年間）は、平成１６年度で約１０，０００円という調
査結果４）であり、また、クリーニングに関する
トラブルは国民生活センター調べで平成１９年
度、８，８４１件である。その、トラブルの内容も、
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紛失、クリーニング法の失敗、アイロンのあて
違いなど、クリーニング店に非のあるもの、皮
革の色なきなど、衣類生産者側に非のあるもの
なども多いが、たとえば、パーマ液がついてい
たことによる変色、着用によるすり切れなど、
明らかに消費者側に非があると思われるものも
多い。

クリーニング店には、自分で洗えないものを
依頼し、どのような方法で洗われているかを知
らずに、新品同様になって戻ってくると勘違い
している消費者が多いとは、クリーニング店主
たちの意見である。クリーニング店での受付の
際に確認は行っているものの、新しく開発され
てファッション性にすぐれた商品が出回る
中６）７）、トラブルは減っていない１）。

さらに、家庭の洗濯機も、乾燥洗濯機、洗剤
のいらない洗濯機など、新しい形式の洗濯機が
出回り３）、これまでの家庭洗濯に関する学校教
育だけでは、生活現状に追いついていないよう
である。

衣生活にまつわるトラブルを未然に防ぐため
に、小学校、中学校、高等学校の家庭科教育に
おいて、衣類につく汚れ、汚れの落とし方（家

庭洗濯、商業クリーニング）、繊維製品の知識、
衣類（既製品）の製作過程、保管時に使用する
防虫剤など、私たちが身につけている衣類につ
いて、さらに詳しく学習する機会の訪れること
が望まれる。

そのことにより、ファッション性は高くて
も、洗たく、保管のむつかしい衣料品について
の購入が減れば、クリーニングについての相談
は減少していくものと思われる。

参考文献

１）国民生活センター ２００７年度の PIO-NET による消

費生活相談の概要 ２００８．８．７：資料２

２）国民生活センター：クリーニングのトラブル防止

のために ２００８．８．４

３）洗濯の科学 ２００６ 第５１巻１号 P３－９

４）全国クリーニング衛生同業組合連合会：資料１

資料３

５）クリーニング師講習用テキスト：よくわかるクリー

ニング講座

６）洗濯の科学 ２００６ 第５１巻１号 P１０－１５

７）洗濯の科学 ２００６ 第５１巻１号 P２０－３１

年間洗濯代
（円）

割合
平成元年
＝１００％）

年間洗濯代
（円）

割合
平成元年
＝１００％）

昭和６０年 １５，４１５ ８９ 平成８年 １６，３０４ ９５
昭和６１年 １５，７２９ ９１ 平成９年 １５，４２９ ９０
昭和６２年 １６，１５８ ９４ 平成１０年 １４，３６１ ８３
昭和６３年 １６，７２６ ９７ 平成１１年 １３，７７８ ８０
平成元年 １７，２３６ １００ 平成１２年 １２，４５６ ７２
平成２年 １７，２４０ １００ 平成１３年 １１，０２９ ６４
平成３年 １８，７１６ １０９ 平成１４年 １０，８２５ ６３
平成４年 １９，２４３ １１２ 平成１５年 １０，０６９ ５８
平成５年 １８，８３４ １０９ 平成１６年 ９，９４１ ５８
平成６年 １７，８８３ １０４ 平成１７年 ９，４８５ ５５
平成７年 １７，１０３ ９９ 総務省調べ※対象：全世帯数

資料１
クリーニング費用
一世帯当たりの年間洗濯代
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資料２
クリーニングについての相談件数

図１ 年度別相談件数
（２００６年５月末日までの登録件数）

図２ 相談内容別件数（複数回答）

図３ 商品別件数
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資料３
クリーニング店数
都道府県別クリーニング施設数一覧 （平成１７年３月末現在）

総施設数 一般クリーニング所 取 次 所

都道府県 H１５年度 H１６年度 増減 H１５年度 H１６年度 増減 H１５年度 H１６年度 増減

北 海 道 ５，７０９ ５，５５２ －１５７ １，２７８ １，２５２ －２６ ４，４３１ ４，３００ －１３１

青 森 県 １，７４５ １，５９６ －１４９ ６９８ ６２７ －７１ １，０４７ ９６９ －７８

岩 手 県 ２，１６６ ２，０４７ －１１９ ４４８ ４２８ －２０ １，７１８ １，６１９ －９９

秋 田 県 １，３２６ １，２７２ －５４ ４３８ ４３３ －５ ８８８ ８３９ －４９

山 形 県 １，７８１ １，７１１ －７０ ４４０ ４３６ －４ １，３４１ １，２７５ －６６

宮 城 県 ２，９３１ ２，５４４ －３８７ ６１０ ５８１ －２９ ２，３２１ １，９６３ －３５８

福 島 県 ２，３７０ ２，２０３ －１６７ ６６７ ６５１ －１６ １，７０３ １，５５２ －１５１

茨 城 県 ３，７６８ ３，７５３ －１５ １，００３ ９８１ －２２ ２，７６５ ２，７７２ ７

栃 木 県 ２，２７９ ２，２４１ －３８ ７４０ ７１６ －２４ １，５３９ １，５２５ －１４

群 馬 県 ２，９３１ ２，９７４ ４３ ７５９ ７４２ －１７ ２，１７２ ２，２３２ ６０

埼 玉 県 ９，６６４ ９，６７６ １２ ２，５２４ ２，４８８ －３６ ７，１４０ ７，１８８ ４８

千 葉 県 ５，２１４ ５，１０５ －１０９ １，６５２ １，６１５ －３７ ３，５６２ ３，４９０ －７２

新 潟 県 ２，９００ ２，８３９ －６１ ８４４ ８２３ －２１ ２，０５６ ２，０１６ －４０

長 野 県 ２，２０９ ２，１８４ －２５ ６５４ ６３６ －１８ １，５５５ １，５４８ －７

山 梨 県 １，０７５ １，０６４ －１１ ３８８ ３７９ －９ ６８７ ６８５ －２

東 京 都 １２，７１０ １２，４００ －３１０ ６，１７２ ５，９２４ －２４８ ６，５３８ ６，４７６ －６２

神奈川県 ８，１１２ ７，８０２ －３１０ ２，８２３ ２，７３４ －８９ ５，２８９ ５，０６８ －２２１

静 岡 県 ５，３２８ ５，１０８ －２２０ １，６９９ １，６６１ －３８ ３，６２９ ３，４４７ －１８２

愛 知 県 ９，７９３ ９，６９０ －１０３ ２，４７５ ２，４２８ －４７ ７，３１８ ７，２６２ －５６

三 重 県 ２，７９７ ２，８０１ ４ ５９６ ５８８ －８ ２，２０１ ２，２１３ １２

岐 阜 県 ３，８１６ ３，７４３ －７３ ６９０ ６８５ －５ ３，１２６ ３，０５８ －６８

富 山 県 ２，２１９ ２，０６３ －１５６ ３８７ ３５８ －２９ １，８３２ １，７０５ －１２７

石 川 県 １，７９３ １，７６３ －３０ ４９４ ４８１ －１３ １，２９９ １，２８２ －１７

福 井 県 １，３４０ １，３００ －４０ ３１０ ３０１ －９ １，０３０ ９９９ －３１

滋 賀 県 １，４８７ １，４２２ －６５ ２７１ ２４８ －２３ １，２１６ １，１７４ －４２

京 都 府 ２，９３９ ２，７２０ －２１９ １，０５６ ９９２ －６４ １，８８３ １，７２８ －１５５

奈 良 県 １，８６８ １，８５３ －１５ ３８８ ３８３ －５ １，４８０ １，４７０ －１０

和歌山県 １，２１２ １，２１７ ５ ４１４ ４１１ －３ ７９８ ８０６ ８

大 阪 府 １０，００２ ９，６２３ －３７９ ３，１６７ ２，９５８ －２０９ ６，８３５ ６，６６５ －１７０

兵 庫 県 ５，７９９ ５，５６１ －２３８ １，８５９ １，７８４ －７５ ３，９４０ ３，７７７ －１６３

岡 山 県 ２，６３０ ２，５４２ －８８ ５１８ ５００ －１８ ２，１１２ ２，０４２ －７０

鳥 取 県 ７８６ ７４１ －４５ １１３ １４２ ２９ ６７３ ５９９ －７４

島 根 県 ８５２ ８３４ －１８ ２１６ ２０６ －１０ ６３６ ６２８ －８

別府大学短期大学部紀要 第２８号（２００９）

― １４６ ―



総施設数 一般クリーニング所 取 次 所

都道府県 H１５年度 H１６年度 増減 H１５年度 H１６年度 増減 H１５年度 H１６年度 増減

広 島 県 ３，５９５ ３，５５８ －３７ ９５１ ９１９ －３２ ２，６４４ ２，６３９ －５

山 口 県 ２，２９９ ２，２１７ －８２ ４４０ ４３３ －７ １，８５９ １，７８４ －７５

香 川 県 ２，１４９ ２，１６５ １６ ３８１ ３６９ －１２ １，７６８ １，７９６ ２８

愛 媛 県 １，８４９ １，８４１ －８ ５４５ ５２９ －１６ １，３０４ １，３１２ ８

徳 島 県 １，０３８ １，００８ －３０ ２９５ ２８９ －６ ７４３ ７１９ －２４

高 知 県 ８９０ ８８３ －７ ３２４ ３２３ －１ ５６６ ５６０ －６

福 岡 県 ６，９３８ ６，８００ －１３８ １，３３５ １，３５５ ２０ ５，６０３ ５，４４５ －１５８

佐 賀 県 ９７２ ９７４ ２ ２４３ ２４４ １ ７２９ ７３０ １

長 崎 県 １，８０９ １，７８１ －２８ ５１１ ４９８ －１３ １，２９８ １，２８３ －１５

熊 本 県 ２，５６４ ２，４９３ －７１ ５６０ ５６２ ２ ２，００４ １，９３１ －７３

大 分 県 １，９００ １，８６２ －３８ ３３９ ３３０ －９ １，５６１ １，５３２ －２９

宮 崎 県 １，３９６ １，４０２ ６ ３７２ ３６６ －６ １，０２４ １，０３６ １２

鹿児島県 ２，２７８ ２，３０１ ２３ ５８９ ５７８ －１１ １，６８９ １，７２３ ３４

沖 縄 県 １，８８１ １，５２４ －３５７ ３６５ ２９７ －６８ １，５１６ １，２２７ －２８９

合 計 １５５，１０９ １５０，７５３ －４，３５６ ４４，０４１ ４２，６６４ －１，３７７ １１１，０６８ １０８，０８９ －２，９７９

厚生労働省調べ

Bulletin of Beppu University Junior College，２８（２００９）

― １４７ ―




